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１ 今 夏 の 需 給 実 績（総 括） 2

今夏は、最高気温が九州各地で観測史上最高を記録するなど記録的暑さとなった。
特に、お盆明けの週は、九州各地で37℃を超える猛暑日が連日発生。

８月20日(火)に、今夏の時間最大電力1,634万kWを記録。(８月19日～22日の4日間連続
で今夏見通し(1,610万kW)を超過）

最大電力は、気温の影響を除くと､平日の平均でH22年から▲10%程度の減少。これは、
昨夏と同程度の水準であり、今夏の需要想定に定着節電分として織り込んだ節電効果
(H22年比▲8.5%)を上回る実績。

供給面では、火力発電所の定期点検時期を調整するとともに、日々の点検強化等によっ
てトラブルの未然防止・安定運転に努め、供給設備を最大限活用。

発電機トラブルや需要急増などの需給変動リスク発生時には、電力取引市場及び他電力
会社からの電力調達など、追加供給力を確保。

７～８月は、電力使用率が92%を超える日が、昨夏の３日に対し、今夏は16日発生。
特に厳しい需給状況となった８月19日の週においては、全国的にも需給が厳しく、市場
価格が高騰する中で、電力取引市場及び他電力会社からの電力調達などの追加供給力の
確保に取り組むとともに、お客さまに一層の節電をお願いするなど、需給両面から可能
な限りの取り組みを行い、何とか安定供給を維持。

〔需要実績〕

〔需給実績〕



ｏ需給直前までの主な追加供給力確保(計69万kW)
・他電力からの追加融通 ＋30万kW
・他社からの受電増等 ＋ 3万kW
・上記などに伴う揚水発電所

の供給力増＋36万kW

ｏ水力・太陽光供給力の減 （▲23万kW）など

１ 今夏の需給実績（総 括）（つづき）

【時間最大電力と供給力のH22実績との比較(総括)】
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H22年実績
（H22年8月20日）

今夏の見通し
（H25年4月26日プレス）

今夏実績
（H25年8月20日）

予備力
145万kW
（8.3％）

供給力
1,895万kW (原子力5台稼動)

予備力
70万kW（4.3％）

供給力
1,659万kW

供給力
1,704万kW

ｏ原子力なし ▲476万kW
ｏ苅田新２Ｇ再開 ＋38万kW
ｏ他電力からの融通＋90万kW
ｏ補修調整、他社火力増出力など

予備力
49万kW（3.1％）

追加供給力が確保
できなかった場合

供給力
1,635万kW

予備力
1万kW（0.1％）

需要
1,750万kW
最高気温
[34.8℃]

需要 1,610万kW

[前提]
ｏH22年並み猛暑気温
[34.8℃]

ｏ昨年の節電効果の

約８割を想定

需要 1,634万kW

ｏ気温影響
＋80万kW程度

36.5℃

(H22年差＋1.7℃)

ｏ節電･離脱影響等
▲190万kW程度



最高気温(℃)

（今夏発生日時）

37.9 観測史上 ：1位

(H25.8.20) 過去最高 ： 37.7 ℃ (H6.8.15)

38.6 観測史上 ：4位

(H25.8.19) 過去最高 ： 39.6 ℃ (H6.7.16)

37.7 観測史上 ：1位タイ

(H25.8.18) 過去最高 ： 37.7 ℃ (H6.7.23)

38.5 観測史上 ：4位

(H25.8.20) 過去最高 ： 38.8 ℃ (H6.7.17)

37.8 観測史上 ：1位

(H25.7.24) 過去最高 ： 37.6 ℃ (H20.8.3)

38.0 観測史上 ：1位タイ

(H25.8.1) 過去最高 ： 38.0 ℃ (S41.8.3)

37.1 観測史上 ：1位

(H25.8.23) 過去最高 ： 37.0 ℃ (S17.8.1)

宮崎

鹿児島

福岡

佐賀

長崎

（統計期間：M23～H25）

備　考

熊本

大分

２ 今 夏 の 気 象 と 時 間 最 大 電 力 の 推 移 4

今夏は、７月８日に平年より10日程度早く梅雨明けし、その後は８月下旬まで、九州全域で勢力の強

い太平洋高気圧に覆われたため、晴れの日が多く、各地で最高気温が平年を上回る日が継続し記録的

な暑さとなった。

特に８月のお盆明けには、勢力の強い太平洋高気圧に加えフェーン現象によって九州全域で高気温と

なったことから、電力需要は８月19日から22日の４日間連続で今夏見通し（1,610万kW）を上回り、

８月20日（火）に今夏の時間最大電力（1,634万kW）を記録した。

[最高気温実績（九州７県平均）] [単位：℃]

９月

+0.2

▲0.1

▲2.3

31.8

下旬

+3.2

+2.7

+2.1

35.4

中旬

+1.3

+0.6

0.0

33.8

上旬

８月

+2.8▲1.9+0.4+2.6+2.0前 年 差

+2.0▲2.6+1.2+2.3+1.4平 年 差

+0.2▲4.5+0.7+3.0+2.0H22年 差

31.027.933.433.631.1最高気温(℃)

中旬上旬下旬中旬上旬

７月

[九州７都市の最高気温記録]

[梅雨明けの時期]

7月14日

7月19日

平 年

7月23日

7月23日

H24年度

7月20日

7月17日

H22年度

7月8日

7月8日

H25年度

九州南部

九州北部
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▽

九州北部・南部
梅雨明け

［万kW］

(H24.7/2(月))
(H22.7/5(月))

今夏最大 8/20(火)
1,634万kW

H22年最大 8/20(金)
1,750万kW

(H24.7/2(月))
(H22.7/5(月))

昨夏最大 7/26(木)
1,521万kW

35.7▼36.3
36.58/19(月)
8/20(火) 8/21(水)

35.4
8/22(木)
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※ 網掛けは土日・お盆期間

【 最高気温(九州７県平均)の推移 】

【 時間最大電力（発電端）の推移 】

◇は日最高気温が35℃以上となった日

□は今夏見通し1,610万kWを上回った日

２ 今夏の気象と時間最大電力の推移（つづき）

平年値

Ｈ24年度

（凡例）

Ｈ25年度

Ｈ22年度
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当日最高気温（九州7県平均）　[℃]

期間平均（平日)でH22比▲10％(▲160万kW)程度

▲　　　　　：H22年
■　　　　　：H24年
●　　　　　：H25年

H25時間最大電力
1,634万kW、36.5℃

H22時間最大電力
1,750万kW、34.8℃

H24時間最大電力
1,521万kW、33.5℃

H25

H22

26 28 30 32 34 36

1,800

H25 y=50x-223 R2=0.86

H24 y=43x+ 16 R2=0.83

H22 y=55x-225 R2=0.89

相関式

３ 需 要 実 績 6

（１）最大電力実績

今夏の最大電力は、気温の影響を除くと、平日平均でH22年から▲10%（▲160万kW）程度の減少となった。

これは、昨夏と同程度の水準であり、今夏の需要想定に定着節電分として織り込んだ節電効果（H22年比

▲8.5%）を上回る実績となった。

【需要減のお客さま別内訳※(H22年比)】

▲ 5%程度
(▲25万kW程度）

▲10%程度
(▲75万kW程度）

▲14%程度
(▲60万kW程度）

今夏（H25）

産業用
(工場など）

業務用
(ｵﾌｨｽﾋﾞﾙなど）

家庭用

※ ７～８月の期間における平日(お盆除き)の平均値。

【最大電力と最高気温の相関】



 
　　▲213万kW

1,517万kW
（気温：33.7℃）

H22年度実績

 
    ▲153万kW

(参考)今夏見通し
平年並み気温

1,577万kW
（気温：34.2℃）

 
　 ▲105万kW

 

今夏実績

1,625万kW
（気温：36.2℃）

気 温 影 響 ：▲ 22
節 電 効 果 ：▲149
景気影響等 ：＋ 18

気 温 影 響 ：＋ 83
節 電 効 果 ：▲185
景気影響等 ：＋  5
離 脱 影 響 ：▲  8

気 温 影 響 ：▲ 28
節 電 効 果 ：▲189
景気影響等 ：＋  4

1,730万kW

（気温：34.6℃）

H24年度実績
数値目標あり(▲10％)

7

（２）最大３日平均電力の実績

３ 需要実績 （つづき）

＋1.634.636.2最高気温(℃)

▲105

差

(A)-(B)

1,730

H22年度
(B)

1,625

H25年度
(A)

最大3日平均電力
(万kW)

○気温影響 ＋80万kW程度

○節電効果等※ ▲190万kW程度

・今夏はH22年度に比べ、最大３日平均電力発生日の最高気温が

＋1.6℃高いことから、気温による影響は＋80万kW程度

（50万kW/℃程度×1.6℃）。

※景気・離脱の影響を含む

[ 最大３日平均電力のH22年実績との比較 ]



●夏季計画調整契約の実施

ｏ 休日操業シフトや自家発稼動増によるピークカット等を実施

・ 昨年に引き続き、高圧小口300kW以上への拡大を実施（従来：500kW以上）

契約件数：1,238件 調整電力：59万kW 
●お客さまに節電にご協力いただくためのＰＲ

ｏ 郵送や訪問によりお客さまの節電に資する電気の使い方やメニュー等のお知らせを行なうと同時に、検針票の裏面や当

社ホームページ等を活用し広くＰＲを実施

●スポット負荷調整契約

ｏ 需給ひっ迫が予想される場合に、当社から大口お客さまに負荷調整を要請

契約件数：543件 調整電力：17万kW

●節電アグリゲーター

ｏ 需給ひっ迫が予想される場合に、節電アグリゲータから電力使用状況を管理している小口お客さまに負荷調整を要請

16社と契約締結 調整電力：0.4万kW程度

●緊急時の節電ご協力お願いメール

ｏ 節電にご協力いただけるお客さまに予めメールアドレスを登録いただき、需給ひっ迫となった場合に当社から

節電のお願いメールを配信

登録件数：約8.8万件

8

（３）今夏の需要抑制対策

② 需給ひっ迫時（予備率３％未満）における対策 (今夏は実績なし）

① 節電のお願い期間を通じた対策

３ 需要実績 （つづき）

●節電インセンティブ料金の設定

ｏ 平成25年5月1日より、３段階料金制度における第２・第３段階の料金格差を拡大する等、節電インセンティブを促進

する料金を設定

③ 料金メニューによる対策

お客さまのご協力による計画的な負荷抑制や節電のお願い等の実施



9

・約4,000件

・約７万件

・５～９月

・６月

・大口お客さまを対象とした個別訪問によるお願い

・節電の取組事例、効果を記載したチラシの郵送

※上記に加え、各種業界団体を通じて節電のお願いを実施

法 人

お

客

さ

ま

―・６～７月
・自治体等関係機関と連携し、節電へのご協力のお願いを目的
とした街頭ＰＲを実施

・約700万件

・約19万部

・７～９月

・ 同上

・検針のお知らせ票裏面によるＰＲ

・営業所窓口等への節電取組事例、効果を紹介したチラシ備付

※上記に加え、年間を通じて省エネ講座等を活用した節電
ＰＲを実施

ご家庭

① 約11万人

② 約２万人

・７～９月

・ 同上

・ 同上

・ 同上

・「でんき予報」による需給状況の発信

・節電取組事例、効果の紹介

・各発電機の役割、活用方法（揚水発電等）のホームページへ

の掲載

・メールマガジンによる節電のお願いおよび節電取組事例等の
紹介※1(8/19,20,21は需給ひっ迫が懸念されたため一層のお願いを実施※2）

※1 対象：①九州電力携帯メールサービス会員及び②省エネ快適ライフメール会員
※2 九州電力携帯メールサービス会員を対象に送信

共 通

自治体

件数等時 期ＰＲ内容

３ 需要実績 （つづき）

お客さまに節電にご協力いただくため、様々な機会を捉えＰＲを実施
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1,200

1,400

1,600

1,800

7月1日 8月1日 9月1日

［万kW］

時間最大電力

(お盆)

想定需要

ピーク時供給力
(でんき予報での最終値）

7月 8月
8月20日(火) 17時

（夏季Ｈ１：1,634万kW）

1,659

供給力見通し
（4/26公表時点）

使用率92％以下

使用率92％超～95％以下

使用率95％超～97％以下

[凡例] 使用率に応じて色分け

1,610

松浦Ⅰトラブル停止
(8/2～8/18)補修停止

1,467

1,595

9月

７月～８月は、電力使用率が92%を超える日が、昨夏の３日に対し、今夏は16日発生。

７月中旬は、火力発電所の補修による供給力減少と、梅雨明け後の電力需要急増が重なり、

やや厳しい需給状況となった。

８月上旬は、松浦１号機(70万kW)がトラブルで停止している中、電力需要が上昇し、８月９日には

1,592万kWを記録。これに対して、他電力からの追加の融通受電などにより、安定供給を確保。

お盆明けの８月19日以降、４日連続で最大電力は1,610万kWを超過。全国的にも需給が厳しく、

追加調達できる供給力に限りがある状況であったが、他電力からの追加の融通受電やお客さまへの

節電要請など、需給両面の可能な限りの取り組みの結果、需給ひっ迫を回避。

４ 需 給 実 績 10

【時間最大電力と供給力の推移】

梅雨明け後の需要急増

（１）時間最大電力と供給力の推移

高気温による需要増

（8/9：1,592万kW)



0

40

80

120

160

万kW

7月 8月

最大140万kW（8/6～8/9）松浦1号機停止及び高気温
による需要増に伴う追加受電

高気温による需要増に伴う追加受電

計画値

お盆

9月

11４ 需給実績 （つづき）

（２）他電力からの融通受電状況

※平日の受電状況を示す
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H25年
最大106万kW

H24年
最大162万kW

H25年:27万kW

H24年:45万kW

松浦1号機トラブル停止(8/2～8/18)
苅田新1号機トラブル停止(8/14)

[凡例］

：トラブルによる停止・出力制約

：臨時の作業停止・出力抑制

H24年度

：計画作業

[計画外停止の平均]

[計画外停止]

[計画停止]

最大電力発生日

12

夏季重負荷期前に集中的にメンテナンスを実施したことに加え、事故の未然防止に向けて以下の

取り組みを行ったことにより、トラブルによる計画外停止の件数は、昨夏より大幅に減少(７件減)。

・設備巡視・運転監視の強化 協力会社を含めたパトロールの追加実施や、過去の事故・トラブルを踏まえた
重要ポイントの監視強化

・平日の安定運転維持のため、劣化が進行しているダクト・配管等の設備について、休日等に点検・追加
補修等を実施（７～８月計：９件）

特に厳しい需給となった８月19日の週については、全機フル運転で、安定供給に貢献。

2

H25

9

H24

トラブルによる
計画外停止件数
（件）

自社火力電源のトラブルによる
計画外停止件数（7～8月）

４ 需給実績 （つづき）

（３）発電設備の停止状況

【発電設備の停止状況】
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最大電力発生日

計画差▲10万kW

計画差＋27万kW 計画差▲13万kW
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水力供給力については、７月上旬の梅雨明け以降、降雨となる日が少なく、計画を下回る
日が多かった。

太陽光については、九州全域で晴天となる日が続いたため、概ね計画を上回って推移。

４ 需給実績 （つづき）

（４）水力、太陽光の発電状況
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8月19日の週は、全国的にも需給が厳しく、電力市場価格が高騰する中、特にピーク時間帯は追加調達できる

供給力に限りがある状況であった。他電力からの追加の融通受電や、オフピーク帯での市場調達等により揚
水発電の運転時間を短縮し、その分ピーク時間帯の供給力を増加するなど、追加の供給力を最大限確保。

また、報道機関やメールなどを通じてお客さまに一層の節電をお願いするなど、需給両面から可能な限りの

取り組みを行い、何とか安定供給を維持。

〔万kW〕【8月19日(月）～22日(木）の需給状況】

（５）厳しい需給状況と安定供給への取り組み(8月19日(月)～22日(木)の需給状況)

４ 需給実績 （つづき）

【参考】上記の追加供給力が確保できなかった場合 〔万kW〕

93%

121
(7.5%)

56

24

－

2

－

30

1,732

15時

1,611※2

8/22(木)

93%96%97%使用率

※1 
供給力見通し (4/26
公表時)からの主な追
加供給力。

※2
午後から九州中・南部
で天気が崩れたことに
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1,624※21,6341,619最大電力
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供給予備力
（予備率）

1,7401,7041,670供 給 力

15時17時17時発生時刻

※1
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1,676
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51
（3.1%）

1
（0.1%）

9
（0.6%）

供給予備力
（予備率）

1,6751,6351,628供 給 力
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【実需給直前までの供給力確保の状況:８月20日(火)】

※四捨五入の関係で合計が
合わないことがある。

４ 需給実績 （つづき）

他電力融通増(+30)

揚水供給力増(+36)

他社火力増出力(+3)等

（15時ピーク） （15時ピーク） （17時ピーク）

前日までの他電力からの追加融通受電、及び当日の卸電力取引市場からの電力調達を活用した

揚水供給力の増加や他社火力の増出力等により追加供給力を確保。



［発電端、万kW］
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【供給力内訳の当初見通しとの比較（8月20日）】

※四捨五入の関係で合計が合わないことがある。

実績値（見通し段階では、安定した供給力として見込めなかったため未計上）＋55－風 力

＋241,2821,258自社計

その他

中部、中国からの融通の増
他電力からの追加融通は、前週から前々日の段階で確定するもので
あり、計画時点では見込めない。

増出力運転による増など＋4250246火 力

＋97061中 部

＋21
70

（4.3％）
49

（3.1％）
供給予備力
（供給予備率）

＋451,7041,659合計

新電力等からの受電増 （追加契約分）＋264

＋214019中 国

±01010北 陸

+3012090融通計

降雨量の減に伴う水力供給力の減
計画時点では、常に安定的に見込める供給力を計上していたが、
降雨量が減少したため、水力供給力が減少。

▲72127水 力

ピーク発生時間帯が想定の15時から17時となったことによる減
計画時点では、ピーク時（15時を想定）に安定的に見込める供給力を計上。▲132033太陽光

＋21422401他社受電計

オフピーク時間帯（17時以降）での市場調達（時間前：最大50万kW）
を行い、揚水発電の運転時間を短縮。その分をピーク時間帯の供給
力として増加。

＋36202166揚 水

降雨量の減に伴う水力供給力の減
計画時点では、常に安定的に見込める供給力を計上していたが、
降雨量が減少したため、水力供給力が減少。

▲37981水 力

±01616地 熱

内燃力出力の減など▲9986995火 力

―00原子力

供
給
力

高気温に伴う冷房需要の増等＋241,6341,610電力需要

主な差の要因
差

[Ｂ－Ａ]

今夏の見通し
（4/26公表）
[Ａ]

実績
（8/20 17時）

[Ｂ]

参 考 資 料
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【 時間最大電力（発電端）と最大電力発生日の最高気温の年度別推移 】

（注）平成25年度 需要想定の考え方 【想定値：1,610万kW 想定条件：34.8℃】

・ 高気温時のリスクに対応するため、猛暑であったH22年度並みの気温（34.8℃）を前提として想定。

・ 節電効果は平成24年夏の約８割（H22年比▲8.5%）相当として想定。

8月20日の最高気温は36.5℃とH22年の猛暑気温34.8℃を上回り、時間最大電力も今夏想定値
1,610万kWを上回る1,634万kW。この最大電力は平成15年並みの水準。

参 考 資 料



原子力

水力

他社火力等 水力

他社火力等

融通等

21.6(12%)

19.7(10%)

72.1(39%)

16.5( 9%)

33.1(19%)

11.4( 6%)

揚水動力　▲2.8
揚水動力 ▲2.7

117.6(65%)

70.4(38%）

H22年度 H25年度

揚発

＋47

2.0(1%)▲3

自社火力等

自社火力等

＋11

＋12

（7～8月計） （7～8月計）

H22：183
【発受電計】

H25：178
▲５（▲３％）

揚発
2.0(1%)
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[単位：億kWh]

参 考 資 料

【 発受電電力量実績（H22との差）】

原子力の発電電力量の減分を自社火力・他社火力及び他電力からの融通受電により代替。


